
1 ．事業構想評価

（１）事業構想「目標を定量化する指標」の達成状況

目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

－ － － － － － －

H30 11 15 136% 12 21 175%

H30 1 185600 18560000% 3 231800 7726667%

木造化（補助率1/2以内） H30 2 2.24 112% 2 2.24 112%

木造化（補助率15％以内） H30 4 9 225% 4 8.08 202%

木質化 R1 1 2.93 293% － － －

未利用間伐材等活用機材整備 － － － － － － －

木質バイオマス供給施設整備 H30 20 314 1570% 20 419 2095%

木質バイオマスエネルギー利用
施設整備

H30 2 8.39 420% 2 11.19 560%

（注）

１　「達成状況」には、各年の目標値、実績値及び達成率（各年度の実績値／各年度の目標値）を記載すること。

２　報告年度については、要領第６の１に基づくこと。

３　各メニューの達成状況における、目標年度の目標値には下線を引くこと。

４　目標値及び実績値のうち、該当がない年度は、「－」を記入すること。
５　天災又は自己の責に帰さない事由による火災等が理由で、達成率が著しく低いと判断されるメニューについては、本報告における評価対象外とする。
　なお、該当するメニューについては、本報告に準じ別途達成状況表を作成することとし、その理由を記載すること。
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２ ．全体評価

数値 単位 年度 数値 単位 年度 実績
達成率
(％)

年度

安定供給体制の整備推進

自立的林業経営活動の推
進

山地防災情報の周知

森林資源の保護

素材生産量（目標値） 131 千 R1 180 千 R2 177 98 R2
食と緑のレポート
(R3.9.30)

森林施業プランナー認定
者数

35 人 R1 45 人 R2 42 93 R2 森林施業プラン
ナー協会(R3.4.1)

林業経営体の育成

木材利用及び木材産業体
制等の整備推進
（注）

１　全体指標、現状値、目標値、単位については、事業計画の内容とすること。

２　達成率は、目標年度の実績／目標値とすること。

３　実績については、その調査方法と調査年月日を備考欄に記載すること。（別様可）

４　報告年度については、要領第６の２に基づくこと。

５　行については、適宜加除すること。
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計画主体の評価及び今後の課題とその解決策

（注）

１　目標ごとに事業評価を分析したうえでその評価について記載するとともに、事業実施上明らかとなった今後の課題とその解決策を記載すること。

２　報告年度については、要領第６の２に基づくこと。

３　本表には、目標ごとに評価等を記載すること。

４　行については、適宜加除すること。

林業経営体の育成

木材利用及び木材産業体制等の整備推進

森林資源の保護

マーケティング力ある林業担い手の育成
素材生産量を増大させるため、森林施業プランナー育成研修、林
業架線作業主任者養成研修を実施した。目標には達しなかった
が、現状値と比較し、90%以上の達成率となった。

森林整備や木材生産を進めるため、森林施業プラン
ナーの育成を図るとともに、林業の担い手の確保・育成
を進め、素材生産量の増大を図る。

安定供給体制の整備推進

自立的林業経営活動の推進

山地防災情報の周知

（２）総合評価

目標 本事業により実施した目標の分析とその評価 今後の課題とその解決策


